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研究成果の概要（和文）：聖地メッカ、そしてその支配者であったシャリーフ（預言者ムハンマ

ドの子孫）による政権の性格分析を通してイスラーム世界の政治文化のダイナミズム（動態）

を解明することを目的とし、研究活動を行なった。具体的には対象時期を 16～18 世紀に設定、

紅海貿易、メッカ巡礼などに着目し、一次史料の読解および記述内容の分析を行なった。また、

あわせて海外における史料・史跡調査を行なった。これらの研究活動により、アラビア半島が

前近代～近代に至るまで一貫してインド洋世界、地中海世界の結節点として重要な役割を果た

していたことを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：This study of the Holy City of Mecca and its local political power, the 
Meccan Sharifate, suggests a unique model of Islamic sovereignty. They played an 
important role in the Islamic history both politically and economically. Because of their 
presence, the Arabian Peninsula worked as a connecting point of the Mediterranean and 
the Indian Ocean until the Modern Age. 
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１．研究開始当初の背景 
 
(1)研究開始の背景 
7 世紀のイスラーム勃興以来、メッカはイス
ラーム教徒にとって「世界の中心」であった。
またシャリーフはイスラーム世界各地にお
いて広く人々の尊崇の対象であった。今日で
も年間250万人以上のイスラーム教徒が巡礼
月にメッカを訪れる。また 10 世紀にメッカ
に成立したメッカ・シャリーフ政権は 20 世
紀初頭まで 1000 年以上も存続し、現在もこ
の王朝の系譜はヨルダン・ハシミテ王国、モ

ロッコ王国に受け継がれている。しかしなが
ら従来のメッカ研究では、a. イスラーム勃興
期 （ W.M.Watt, Muhammad at Mecca, 
Oxford, 1953; P.Crone, Meccan Trade and 
the Rise of Islam, Princeton, 1986; 後藤明
『メッカ：イスラームの都市社会』中央公論
社、1991 年）、b. 巡礼研究（D.F.Eickelman 
and J. Piscatory(ed.), Muslim Travellers, 
pilgrimage, migration and the religious 
imagination, London, 1980; 坂本勉『イスラ
ーム巡礼』岩波書店、2000 年）への集中が
見られ、その政治的・経済的機能に焦点をあ
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てた研究は少なかった。また紅海貿易に関し
ては、16 世紀以降ヨーロッパによる「世界の
一体化」が進み、インド洋、紅海などの地域
経済圏については世界経済に吸収されてい
っ た と す る 論 が 支 配 的 で あ り
（ K.N.Chaudhuri, Asia before Europe: 
Economy and Civilization of the Indian 
Ocean from the Risenof Islam to 1750, 
Cambridge, 1990; 家島彦一『海が創る文明』
朝日新聞社、1993 年）、一部の研究で 18 世
紀カイロなどの大都市との関係において言
及されるに留まっていた（A. Raymond, 
Artisans et commerçants au XVIIIe siècle, 
Damascus, 1973）。 
 
(2)研究開始の動機 
(1)のような研究背景に対し、本研究代表者は、
聖地メッカとシャリーフ政権の性格をイス
ラーム全期（7 世紀～現代）を通して分析す
ることが、イスラーム世界の政治文化のダイ
ナミズムを解明する上で不可欠であると考
えた。そこで本研究においては 16~18 世紀を
対象時期とし、紅海貿易とシャリーフ政権の
関わりおよび紅海文化圏の諸港市の交流の
実態を明らかにすることを通じて、従来の研
究における時代的・地域的なミッシングリン
クを補い、それによってイスラーム世界の地
域の独自性、多様性を明らかすることを試み
た。 
 
２．研究の目的 
 
本研究代表者はこれまで 10~15 世紀のメッ
カおよびシャリーフ政権を研究課題として
きた。対象時期を 15 世紀までに限定してき
たのは、オスマン朝によるエジプト・マムル
ーク朝征服（1517 年）、ヴァスコ・ダ・ガマ
によるアフリカ航路の発見（1498 年）など、
16 世紀が政治・経済面での世界史上の一大転
換期であり、16 世紀以前と以降では研究視点
を変える必要があったからである。本研究に
おいてはこれまでの研究成果を更に発展さ
せ、16 世紀以降へと対象時期を拡大すること
により、国際情勢変化、とりわけ大航海時代
の到来がメッカおよびシャリーフ政権に及
ぼした影響について考察することを目的と
した。 
 
３．研究の方法 
 
(1)アラビア語の叙述史料、オスマン文書、
ヨーロッパ人による旅行記などのヨーロッ
パ側史料をメッカ研究へと活用した。従来の
歴史研究においてはアフリカ航路の発見に
より東南アジアとヨーロッパが直接結びつ
き、香辛料貿易の中継貿易であった紅海貿易
は衰退に向かったとの論が主流であったが、

16 世紀に新たに興隆したコーヒー貿易に着
目し、国際商業とメッカ・シャリーフ政権の
関係を解明した。 
 
(2)クセイル、スエズ、トゥール（エジプト）、
アカバ（ヨルダン）、ヤンブゥ、ジャール、
ジッダ（サウディアラビア）、アデン（イエ
メン）などの各紅海港市をトポグラフィー、
歴史的発展過程、機能の諸側面から比較・検
討した。考古学的調査研究の成果を補完的に
利用し、紅海文化圏の諸港市の交流の実態を
解明した。 
 
４．研究成果 
 
(1)研究の主な成果 
①コーヒー貿易に関する研究 
アブド・アル・アズィーズ・イブン・ファフ
ド（1516 没）らによるメッカ年代記およびジ
ャズィーリー・アル・ハンバリー（生没年不
詳）の著作を取り上げ、その記述内容の読
解・分析を行なった。その結果、16 世紀前半
にはメッカにおいてすでにコーヒー飲用の
習慣が広まっていたこと、それに対してメッ
カのイスラーム学者の間で激しい法学論争
が行なわれていたこと、その論争がメッカの
みならず当時メッカに政治的覇権を及ぼし
ていたエジプト・マムルーク朝の対ヒジャー
ズ政策にまで影響を及ぼしていたことが明
らかになった。 
また、上記の作業と並行して、イエメン各都
市（サナア、アデン、タイッズ、モカ、ザビ
ード、バイト・アルファキーフ）におけるコ
ーヒー貿易関連の史料・史跡調査を行ない、
あわせてムハンマド・ジャーズィム氏、ミシ
ェル・トゥシュレール氏（いずれもサナア・
フランス研究所、イエメン史）らとの意見交
換を行なった（平成 22年 2月、於イエメン）。 
 
②港町ジッダの研究 
アラビア半島の港町ジッダが紅海貿易にお
いて果たしていた機能を解明するため史料
読解・記述内容の分析を行ない、その成果を
「港町ジッダと紅海貿易」の題目で報告した
（平成 23 年 2 月、早稲田大学）。この結果、
前近代～近代に至るまで一貫してジッダが
国際商業において重要な役割を果たしてい
たこと、紅海文化圏がインド洋世界、地中海
世界の結節点として機能していたことが明
らかとなった。 
また、上記の作業と並行して、インド洋に面
したアラビア半島の諸港市（マスカット、ソ
ハール、スール、サラーラ、タカ、ホール・
ルーリー、ミルバート他）の史料・史跡調査
を行なった（平成 23 年 2 月、於オマーン）。 
 
③メッカ巡礼の研究 



世界史におけるメッカ巡礼の意義を明らか
にすべく 19 世紀まで対象時期を拡大、史料
読解・分析を行ない、その成果を「19 世紀に
おけるメッカの「中心」性―メッカ巡礼とヨ
ーロッパ―」として論文発表した（『人間文
化創成科学論叢』第 13 巻、2011 年、39-47
頁）。この結果、メッカ巡礼は旧来のイスラ
ーム世界観を強化する機能を担っていたの
みならず、ヨーロッパ諸国によって構築され
た新しい世界秩序にイスラーム世界を組み
込んでいく役割をも果たしていたことを明
らかにした。 
 
(2)得られた成果の国内外における位置づけ
とインパクト 
①本研究の国内外における位置づけ 
イスラーム勃興期および巡礼研究への集中
という従来の国内外のメッカ研究の状況に
おいて、16～18 世紀を対象時期とする本研究
は研究史上の地域的・時代的ミッシングリン
クを補う位置づけにある。また、紅海文化圏
を研究テーマとして扱う点にも本研究の独
創性がある。地中海研究、インド洋研究の分
野においては多くの先行研究が存在するが、
両者を結びつける紅海文化圏については今
まで十分な研究が行なわれてきたとは言い
難い。文献史料に基づく研究に考古学的調査
研究の成果を補完的に利用した本研究を通
じて、イスラーム世界の総合的・包括的理解
が可能となるところに本研究の特色がある。 
 
②本研究のインパクト 
コーヒー貿易の実態解明を通じて、近代以降
においても紅海貿易が継続して行なわれて
いたこと、その中でメッカ・シャリーフ政権
が主体的な役割を果たしていたことがあき
らかとなった。 
また、各紅海港市の諸側面からの比較・検討
を通じて、紅海文化圏が独自の伝統的構造、
統合的ネットワークを保持していたことが
明らかとなった。 
これらの研究結果により、16 世紀以降、地域
経済はヨーロッパによって構築された世界
経済に吸収されていったという、近代史研究
に見られるヨーロッパ中心史観に修正が加
えられ、イスラーム世界の地域の独自性、多
様性が明らかとなった点に、本研究の研究上
のインパクトがある。 
 
(3)今後の展望 
 
18 世紀末以降、ヨーロッパ諸国による世界各
地の植民地化が進行するにつれ、植民地支配
下のイスラーム教徒をどのように統制する
かが喫緊の課題となってきた。こうした状況
下において、各国は様々なメッカ巡礼政策を
実施、ヒジャーズ地域の重要性はますます高

まった。また、オスマン朝の支配下に置かれ
ていたヒジャーズ地域においてはイギリス
のメッカ・シャリーフ政権に対する軍事支援
を機にいわゆる「アラブ反乱」が起きるなど、
世界史におけるアラビア半島の重要性はま
すます増大していった。今後の展望としては
19 世紀以降へと時代的視野を拡大し、主にヨ
ーロッパとの関わりの中でメッカ、およびシ
ャリーフ政権がどのような役割を果たして
いったのか、また 16 世紀以降も存続してい
た地域文化圏である紅海文化圏が帝国主義、
植民地主義の時代にどのような変容を遂げ
ていったのかを解明する。この時期は英国下
院議会文書など、ヨーロッパ側の文書史料の
利用可能性も高まるため、更なる研究の深化
が期待できる。 
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